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〔論文〕

金魚の王様と言われている「らんちう」の語源について
～「らんちう」とは何語なのか 、 どんな意味があるのか～

太田和 良 幸

Many people know that there is a goldfish named "ranchu （ら んちう）＂ in Japan. It 

is the kind of non·dorsalfin fish, egg shape one, but said to be King of the goldfish. 

When you purchase this, it becomes the good price. However, nobody knows a word 

this "ranchu" is the word of any country, nor the meaning of it. I aimed at solving this 

mystery in this study. 

Goldfish is an ornamental fish made artificially in China. The original goldfish 

which were in Japan in Edo era were brought all in from China. However, "ranchu" 

is a kind with a unique quality created in Japan. This kind was made in the Meiji 

era. but we name the modern "ranchu" after the name reached Japan in the Edo era. 

Modern "ranchu" is different from "ranchu" of the Edo era for a kind. But they have 

the same name. 

In this study, I examined what you meant by this name that came in the Edo era. 

In a picture book of the Edo era, there is a commentary to call a goldfish without the 

dorsal fin both <ranchu> and <danchu>. In this study, I paid my attention to this 

point and developed the reasoning. 

I looked for a kanji (Chinese character) based on a premise that the name "ranchu" 

could be brought from Chinese. Because <ran> and <dan> sound sometime exactly the 

same to our Japanese, I looked for a kanji which have the similar pronunciation with 

<ran> and <dan> and have the valuable meaning. As a result, I found a word "蛍",

which means egg with shell like duck egg. In addition, about <chu>, I found the word 

’'種", which means kind. 

From this consideration, the etymology of "ranchu" is found to be a southern 

Chinese pronunciation such as Cantonese of the word " 蛍種". This "坐種" is used as 

one of the classifications of the kind of the goldfish in China. It would be suitable as 

a name of the goldfish without the dorsal fin in the 18th century. 

In addition, it is thought that various words used as a kanji to express "ranchu" in 

Japanese are substitute characters devised in Japan by pronunciation called "ranchu". 

キ ー ワ ー ド：金魚、 らんちう、 らんちゅう、 蛍種、 江戸時代
Keywords : goldfish, ranchu, japan, edo era, egg shape 
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1 はじめに

金魚の種類に「 らんちゅう」と呼ばれる品

種がある。 •般に金魚の王様と言われ、 この

品種をこよな く愛する人も多 く、 全国各地に

この「 らんちゅう」の愛好会が存在する。 こ

れ らの愛好会では、 毎年品評会を開催するな

ど盛んに活動している。 日本らんちう協会と

いう愛好会の 全国組織も存在する。

本稿では、 世間 一般で使用されて いる 「ら

んちゅう」で はなくて、 この全国組織で も使っ

ている「 らんちう」と いう古 い表記方 法を使

川する。 江戸時代には「 らんちう」と表記し

ていた か らで ある。

また、 本稿では、 「 らんちう」の語源につ

いて号察することを目的としており、 日本で

金魚の1•-．様と占われてしヽる「 らんちう」が、

どのようにして創作されたかは触れてし 、 ない。

現在のI一1本で金魚の一 品種として もてはやさ

れて いる「らんちう」は、 明治の初期に東京

のイi川亀占氏が作出したものと言す）れているっ

つまり、 この現代の 「 らんちう」と同じ金魚

が、 数1げ年前から存在してしヽたわけで はなし 、

が、 「 らんちう」としヽう金魚の品種名は、 文

献1：江戸時代中期 (18世紀）か ら存在して

しヽて、 その 1品種名が現代のIらんちう」に使

JIJされている99

本松jでとりあげるこの金魚は、 II、Ifに「らん

ちゅう（ランチュウ） Jと表記されたり、 漢

字で魚編に1Miと苫し寸こ字に魚編に謡と岱しヽた

字を並べることもあり、 さらには 「 卵虫」と

昇く場合もある ｛J し、ずれも、 読みは「 らん

わゆう」であな 「 らんちう」と』料ヽても現
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在はいんちゅう」と読む。 読みは定着して

いるが、 表記ばぷまって いない。

筆者は、 この表記が定ま らないことに以前

か ら疑問を感じて いた。 「 らんちう」の漢字

での表現方 法が定ま らないというのは、 なぜ

なのか。i英字を見て もその意味が分からない

のはなぜなのか，， 結論として、 漢字は単なる

当でヤで あって、 本当の意味は別にあると考

えるに全った。

「 らんちう」のような背びれのない金魚は、

ある 中国の淋籍，によれば、 1596年に初めて

出現したと薯かれているが、 根拠は示されて

いない。 舟般的には、 中国で背びれのな い金

魚が確認で きるのは、 公川本では！，清朝の初

期(1725年）に完成された 「 古今図書集成」

博物飽編の禽虫典に掲載された金魚図だと言・

われて いる。 日本に人ってきたのが文献1：確

認で きるのは、 同じ く18世紀で ある。 安達

善之の「金魚没玩！w．」（1718)には、 「 らんち

う」は、 「 近年異国（か らiii) より渡り し時、

始てこれを見る」と記載されて いる。 このた

め、 本稿ではH本に背びれのない金魚が持ち

込まれた•江戸時代 (18世紀）にそれがどう

いう名称だったのかを枯本に「 らんちう」(})

語源について号察した。

そして今Inl、 この r らんちう」が、 「 蛋種」

としヽう中国における金魚の分類1：の呼称の ・

つで あって、 中国の南）fの発音であると叫惟

論の結果を得にその詳細は本編で説明する。

なお、 本稿とhilじ趣旨0) r らんちう」の語

源に関する記述が10年以1：前からインタ ー

ネット1：に複数存在するが、 これは、 策者が

メモ（未定稿）として記述したものを白分が

作成したホ ー ムヘ ー ジにアップロ ー ドして

あったからであな喰者Ml人はこのようなネッ
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ト上の 記事を見る人はいないだろうと 思って

いたが、 国内外に見 つ けた人がいて、 日本人

に は非常に賛同された。 上記メモは、 既に全

文が 韓国語に翻訳されて、 ネット1:．に 掲載さ

れて いる。 また、 中国のサイトに日本語のま

まコピー されているのを発見したこと もある。

2 「らんちう」という呼称

日本の 「らんちう」につ いて は、 筆者が解

説するまでもなく 、 書物を通じて も紹介され 、

現代では多くの人々が ウェブ上でも 紹介して

いる。 ただ 、 この品種の金魚を何故 「らんち

う」と呼ぶのかに ついて、 知って いる人はい

なt, ヽ Vo

既述の通り 、 「らんちう」と いう言菓から

は、 すぐに 日本語の意味が理解できず 、 和語

としての意味を持っていると は思 えない。 金

魚の 「ら んちう」は 、 漢字で 「卵虫」、 「 蘭虫」

ある い は、 魚編に蘭及び魚編に 壽と書いたり

するが、 これらの漢字を見て も 意味は 分から

な い。 最近、 一部の 日本の金魚飼育雑誌に

「らんちう」の名前の由来 は、 中国語の『蛋

虫』や、『蛋魚』、『蛋種魚』を由来と する説

があると書かれているものがあるが、 これら

は前述の筆者のネット上に 記載したメモ （未

定稿）を参考にして書いたか 、 筆者が その著

者に示唆した内容をこのように書いたと 思わ

れるが、 いずれも根拠が示されていない。 な

お、 この中で、『蛋虫』と いう語は、 叫国内

の金魚の飼育本にも見当たらない単語であり、

どう してこのように説明されて いるのか理解

できない。

「ら んちう」と いう言葉は、 漢語（中国語）
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のような 印象を持たれる 日本人 も多いだろう。

ある い は、 江戸時代に 西洋人が持ち込んだ金

魚の種類だとの考 えから、 オランダ語かポル

トガル語のように思う人 も いるだろう。 現に

魚編に 蘭と 書く 書き方 は、 オランダ （阿蘭陀）

の蘭 を使っているのだから、 オランダ語だろ

うと 思う人もいると考 えられる。

ところで、 日本語の 中で も、 漢語だと言う

認識無し に使っている 言葉はた くさんある。

例 えば 、 「 す いか」、 「 みか ん」、 「 いす」、 「 き

れ い」、 「 かわ い い」な どで ある。 こ れらは和

語のようだが、 中国語にそっ くりの発音があ

る。 それぞれ 、 「 西瓜」、 「 蜜柑」、 「 椅子」、

「 綺麗」、 「 可愛」である。 上記のように、 無

意識のうちに使っている 日本語の 中に漢語が

ある こ と もあるが、 「らんちう」の場合は 、

既述の通り 中国語の 中に、 日本で表記してい

る 「 卵虫」、 「 蘭虫」、 「 蘭鋳」な どの漢字やそ

れに似た金魚の品種や 呼称を見出す こ とは困

難であな以前筆者が 中国の北京に 住んでい

た頃、 高名な 中国人の金魚の研究者を訪ねた

時に、 「 らんちう」の 日本での 表記方 法で あ

る 「 卵虫」や 「 蘭壽」等の漢字を見て いただ

いたこと もあるが、 漢字の意味 は分からない

とのことだった。 蛇足ながら、 その方 は 日本

の 「らんちう」のことをよ くご存じで、 品種

として 素晴らし いと言って 褒めて くれた。

中国語では、 金魚の品種の呼称が 地方 によっ

て 様々で 、 一般に 日本の 「らんちう」のよう

な品種を、 「 獅頭」、 「 虎頭」、 または 「 寿星」

の いずれかで 呼んでいる。 これらの読み は、

中国語の普通話（標準語）の発音では、 日本

語のカタ仮名で表現すると「くシー トウ＞、

くフ（ホ）ー トウ＞、 くショウシム＞となる。

どれも、 くランチウ＞と は聞こえない。
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なお 、 最近では 、 日本の「らんちう」が中

国でも知れ渡り 、 高く評価されるため 、 中国

に逆輸入され 、 名称 も 日本で使っている漢字

を使う場合がある。 1990年以降 、 特に21世

紀になってから出版された中国の書籍の中に

は 、 こうした表記をしている ものも見られる。

これは中国にとって漢字の逆輸入になるが 、

中国人にも意味が分からないだろう。

では何故 、 「 ら んちう」という名称vi が日

本にあるのか 。 以下 、 解 き明か してい きたい。

3 江戸時代の「らんちう」と

いう呼称

3. 1 江戸時代の各種の呼び方

江戸時代には既に 「 ら んちう」という背び

れのない少し丸 々とした体型の品種の金魚の

呼称 、 名称が あり 、 これを示す最 も早い 書籍

としては 、 1748年に刊行された安達喜之の

「 金魚養玩草」がある。 この書籍では 、 「ら ん

ちう」は、 漢字では「卵晶」と書かれていて、

右側に「らんちう」とひら仮名で振り仮名が

付されている。 また 、 この卵という語の左側

に「ダン」とカタ仮名で振り仮名が付いてい

る。

また 、 1751年に作ら れ た中国の間地方

（現在の福建省）の産物につ いて解 説した

「 間書南産志」 （何喬遠）に は、 「 寸金魚」に

「ランチウ」という振り仮名が付いている。

1759年刊の「廣大和 本草」には 、 「 蘭職烏」

に 「 ランチウ」という振り仮名が付いて いる。

また 、 当時は 、 「 金鼈」、 「 金緊」とも 書き 、

「ら んちう」と読んでいたことも分かって い

る。 但し 、 「 鼈」と「熊」は 、 ともにスッポ

ンのことで あるので 、 なぜ「金鼈」、 「 金繁」
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と表記されるのかは、 よく分からない。 なお 、

1830年刊の 「嬉遊笑覧」巻12下魚猟には

「金蒸はら んちう又丸 子など 呼もの也」とあ

り、 1837年刊と言われる「類緊近世風俗志：

原名守貞漫稿」第五編生業下錦魚賣の欄には 、

「 …京阪これを 蘭晶と云ら んちうと訓す腹

大にして形鞠に似たる故に名とす又まるつ

子と云は江人訛也」とある。

このように、 「 ら んちう」に当てはまる漢

字が何通り もあるということは 、 これらの漢

字が当て字であると考える根拠となる 。 つま

り、 13本にこの言葉が入って来たの は文字で

はなくて、 言葉 （音）であって、 この発音が

どういう漢字で当てはめたらよいのか分から

なかったからこ そ 、 後に当て字が考えられた

に違いないと考えた。 カステラを 「加須底羅」

といったり、 テンプラを 「 天魅羅」と書いた

りするのと同じ要領である。 「 ら んちう」と

は外来の言葉であり 、 1639年にポルトガル

船の来航を禁止して以来鎖国状態になってい

た 日本が限定的に外国に門戸を開いていた長

崎方面から 日本国内に入ってきた名称の一 つ

と考えられる。

では 、 何語なのか。 鎖国時代の前後に貿易

に携わっていた国々の言葉 、 すなわち 、 オラ

ンダ語 、 スペイン語 、 ポルトガル語 、 中国語 、

英語のいずれかで あると推察される。

3.2 「ランチウ」と「ダンチウ」

ここで「ら んちう」とは何語なのかを知る

トで 、 安達喜之の「金魚養玩草」とともに 、

非常に重要な手がかりとなる栗本丹州 （本名：

昌威 1756年～1834年）という人 物の残し

た「らんちう」の絵に着目したい。 筆者は こ

の絵の説明文 （書き込み）を見て、 「 ら んち
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う」の語源が理解でき 、 本稿を書く こ とにし

た 。

栗本丹朴Iなる江戸幕府のお抱え医師は 、 本

草学者 （博物学者）でも あり 、 彼は 、 多くの

「魚譜」を作って いる 。 こ れらの 「魚譜」は

収蔵数 も多いが、 実に精緻な描写となって い

る。 実は、 こ の栗本の魚譜は 、 以下の説明に

用 いる 「らんちう」の部分を含め 、 一部は宝

暦年間(1751-63年）に高松藩の作成した

「 衆鱗図」という魚譜をコピ ー したものvii で

あるこ とが分かって いる 。 明治時代に博物局

で作成された 『博物館魚譜』の中にこ の栗本

の魚譜が収録されて いる 。

図1 伝栗本丹州作 金魚図

（出典）東京国立博物館研究情報アー カイプズ 「 博物館魚譜＿金魚」（部分）

こ の栗本の金魚図の中には 、 衆鱗図の図 体が丸い （背ビレがな い）魚の意味で、 後に

（絵）に加えて 、 当時の「らんちう」を指し 説明する「 蛋種」と同義である。

て 、 こ こ で重要なのは 、 「 ランチウ」又は「ダ

ンチウ」という解説である。 こ の 表記は 、 安

金緊 又名金鱗魚 又呼蛋魚 達善之の「金魚養玩草」の中にも見られる。

和名ランチウ 又ダンチウ 多くの 書物では 、 「 ランチウ」と いう一 方の

表記しかないが、 栗本と安達の絵 、 書物には

と右側に解説がある （図l参照）。 「 金鱗魚」 二通りの読 みが記載されている 。 つまり 、

とは読んで その意味のとおり 、 鱗の金色の魚 「らんちう」のこ とを18 世紀 頃 、 つまり「ら

である 。 「 蛋魚」とはアヒルの卵のように身 んちう」が日本に持ち込まれた 頃には 、 くラ
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ンチウ＞と言ってもくダンチウ＞と言っても

良かったということになる。 江戸時代のその

後の 書籍で「ダンチウ」という表現が見られ

ないということは、 しばらくして何らかの理

由で 「 ランチウ」で統一 されたものと 思われ

る。 江戸時代に安達の「金魚養玩草」は、 金

魚飼育本としてバイプル的存在になったと言

われているので、 同 書の影響も少なからずあっ

たと 思われる。

では、 なぜ、 当初くランチウ＞と言っても

くダンチウ＞と言っても良かったのだろうか。

それは、 同じことを意味していたから、 すな

わち、 同じ語 （漢字）の発音だったからだっ

たと考えた。

いずれにしても、 この栗本丹州の説明文等

から解釈できることは、 「らんちう」の 「ら

ん」という語は、 我々日本人には、 くラン＞

とも聞こえ、 くダン＞とも聞こえる音だった

だろうということが推察できる。

4 「らん」とは何か

～くラ＞とくダ＞の関係

4. 1 中国語及び日本語でのくラ＞とくダ＞

の発音

上記3. 1 では、 「らんちう」の語源は、 オ

ランダ語、 スペイン語、 ポルトガル語、 中国

語、 英語のいずれかであると推察されると書

いたが、 金魚自体が中国が原産であり、 18

世紀には西洋には存在しないものだったはず

なので、 「らんちう」という名称は、 中国語

そのものであるか、 あるいは、 中国語の名称

を西洋の言葉に翻訳したものとしか考えられ

ない。 いずれかであろうことは分かるが、 寡

聞にして、 筆者の知見の範囲では、 オランダ
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語、 スペイン語、 ポルトガル語、 英語で18

世紀に存在した金魚の一種の背びれのない品

種の 呼び方は探し当てられなかった。

他方、 中国語には、 くラン＞とも聞こえ、

くダン＞とも聞こえる音があり、 想像できる

漢字も見当がついたので、 以下では中国語の 

発音と聞こえる音について考えてみたい。

筆者は中国語の <dan>という発音は日本 

人にはくラン＞とも聞こえるはずだと考えた。

これは、 中国語では、 <da>と<la>の発音は

ともに、 舌先と歯茎で発音する音であり、 似

た音になるからである。 なお、 正確には、 日

本語には、 <la>の発音はなく、 日本独特の

<ra>の発音があり、 日本人は、 <la>も <ra>

も区別できない。 また、 中国語には<ra>の

発音はない。

筆者自身の中国語発音学習の経験からも、 

<da>と<la>の発音はよく似ている音だと 思

う。 中国語に熟達していない日本人が中国語 

の<da>という発音を聴いたら、 くラ＞と聞 

き間違う人が出ることは容易 に想像できる。

日本語でも、 例えば、 前後の文脈に関係な 

く、 いきなりくダッコ＞と言われると、 ＜ラッ

コ＞に聞き間違うことがあると言われる。 音

声学的には、 日本語のくラ＞もくダ＞も発音 

の仕方は、 どちらも舌先を上歯の付け根辺り 

に当てて発音する音だからである。 子供の中 

に、 「 ラ行音」と 「 ダ行音」の聞き分けがで 

きず、 同じ音として聞こえる子供がいるのも 

同じ原因である。

また、 こ の「ラ行音」と 「 ダ行音」の混同 

現象は、 日本の方言の中にも見られると言う。

柴田武の 「 方言論」(1988)によれば、 こ の 

混同現象で最も有名なのが大阪府の河内地方 

であり、 特に有名なのが、 河内弁の 「 ヨロガ
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ワ ノ ミ ルノ ンレハララプラプ （淀川 の水飲 ん

で腹だぶだぶ）」だ そうで ある。

こ のように、 日本にお いてくラ＞とく ダ＞

を聞き間 違う人がいると いうこ とは 、 くラ ＞

とくダ＞の発音は 、 音声学的に似 ていると い

う こ とを意味している。

4. 2 ＜ラ ン＞と もくダ ン＞と も 聞 こ え る 音

くラン＞ともくダン＞とも聞 こ える音 は 、

漢字では何なのかを考 えてみた。

中国語の辞鵞を引 いてみると、 <lan>と発

音する漢字には 、 主とて、 蘭 、 瀾 、 欄 、 I蘭l 、

瀾 、 瀾 、 瀾 、 暉 、 襴 、 績 、 面 、 嵐 、 使 、 藍 、

檻 、 藍 、 覧 、 攪 、 攪 、 攪 、 園 、 瀬 、 爛 、 濫と

いう語がある。 念のため 、 日本人に は<lan>

と区 別できない発音で 、 <lang>と発 音 する

漢字も調べてみると 、 郎 、 廊 、 榔 、 螂 、 閻 、

狼 、 瑯 、 朗 、 浪 、 瓦 などがある。

また 、 <dan>と発音する漢字 には 、 1ー：． と

して、 丹 、 単 、 椰 、 輝 、 禅 、 箪 、 坦 、 耽 、 ll且 、

揮 、 且 、 但 、 担 、 誕 、 淡 、 咬 、 氣 、 憚 、 弾 、

蛋と いう語がある。 同じ く念のため 、 F1 本人

には<dan>と区別できない発音で<dang>と

発音する漢字 も調べてみると、 ｀片 、 蟷 、 ヤ腐 、

錨 、 描 、 党 、 謹 、 梢 、 宕 、 蕩などがある。

それぞれの語の意味を調べてみたが、 どれ

も 背びれのない金魚の 呼称に使う語とは 思わ

れない。 唯 一 有 り得るのは 、 「 蛋 」 である。

この語は 、 鳥 などのタ マ ゴの意味で ある。 中

国語にも 「 卵J <luan>と いう漢字があり 、

こ れもタ マ ゴを意味するが 、 中 国で殻のつ い

た丸 いタ マ ゴを 言う場合に一般的 に 使われる

のは 「 蛋 」である。 なお 、 「 卵 」 <luan>は 、

く ダン＞とは聞こ えない。

栗 本によれば 、 「 ら んちう」は 、 「 蛍魚 」と

も 呼ばれて いた そうなので 、 「 ら ん ちう」の
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「 ら ん 」が 「 蛋 」 で ある こ とは想像に難 くな

い。 後述の 「5 『ちう』とは何か」 の中 での

中国の金 魚 の 呼び方 （分類方 法）でも解説す

るが、 金魚の分類で も こ の 「 蛋」という漢字

が使われている。

なお 、 学習研究社発行の 「 漢 和大字典」

（藤堂明保編）には 、 漢字の 中国語音に つ い

て、 上 古か ら 中占 、 中世 、 現 代までの音の変

遷がロー マ 字 （発音 記号）で解説されている。

こ の字 典による 「 蛋 J の 中世 (14世紀） 及

び 現代の発音は 、 <tan>、 <tan(dan)＞ となっ

ており 、 「 ら んちう」 が日本に持ち込まれた

18世紀当 時は 、 くタン＞又 は く ダ ン＞と発

音されて いたと 思われる。

5 「 ち う 」 と は 何 か

「 ら んちう」 0) 「ちう」 とは何なのかを考 え

てみた。 栗 本によれば 、 「 ら んちう」 は 、 「 蛍

魚 J とも 呼ばれていたとの こ となので 、 「 魚 」

をくチ ウ＞と発 音するのかと考 えたが、 そん

なこ とはあり得ない。 日本語ではくギ ョ＞だ

が、 中国語では 日本にない発音で 、 あえて苫

けば くユ イ ＞とでも 書 けるが、 くユ ＞は聞 こ

えず 、 ＜ イ ＞となるか も しない。 ただ 、 口 を

横に開かないで前に突き出してくイ＞と 発音

するので 、 IJ 本語のくイ＞とはかなり 違う音

に なな いずれにしても 、 くチウ （チュ ウ）＞ 

とは間 こ えないり

また 、 ［ 漢 和大字典」 （藤堂明保編）で は 、

「 魚」の中世(14世紀） 及び 現代の発音は 、

<iu> 、 <U>となっており 、 18世 紀当 時 も

くイ ウ＞（イ と ウを同時に発音する音）と発

音されていたと思われる。
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「 ら んちう」の 「 ちう」とは ど んな意味な

のか。 それを考えるに あたって、 中国での金

魚の呼び方、 分類が参考になる。

日本では約 500年前に 中国か ら 金魚が輸入

されてか ら 、 限 ら れた品種 の 金魚 しか飼育さ

れなかったことも あり、 金魚 の品種を分類し

たりすることはない。 一方、 中国 では、 形質

（特徴）が 多様 で、 多くの品 種が 出現してい

ることも あり、 その分類方 法が何種類も ある。

そのうちの一 つ が 、 草種、 文種、 龍 種、 蛋 種

の4 種類に分 ける方 法で ある。 さ ら に、 背ビ

レ が あるかないかを基準に龍 種と 蛋 種の2 種

類に分 ける方法 も ある。

4 分類 法の草種は、 フ ナの形をした金魚、

つまり金魚の原型の緋プナともいうべ き金魚

のことで ある。 文 種は、 流 金 のように普 通 目

で背ビレの ある金魚。 龍種は出目 で背ビレ の

ある金魚で ある。 蛋 種は、 背ビレ のない金魚

のことで ある。 蛋 とはアヒルのタ マ ゴのよう

に殻を持ったタ マ ゴのことで、 金魚の体型が

これに似ているため、 このように呼ぶようだ。

2 分類 法では、 4 分 類 法での 「 草 種」を分

類から除外している。 これは、 進化をする前

の金魚 （原型の金魚）だということで、 観賞

価値が ないことによるそうだ。 また、 4 分類

法での 「 文 種」 は、 2 分類 法では龍 種に含ま

れていて、 その意味で、 2 分 類 法の龍 種の方

が多くの品種を含む概念で ある。

こ のように、 いずれの分類法でも、 「 蛋種」

という 呼び方が ある。 これらが 日本の江戸時

代 （ 中国では明時代）からあるとすれば、 当

時 日本に持ち込まれた背ビ レ のない金魚は

「 蛋 種」と呼ばれていてもお か し く な い。

では、 「 種」は 、 中 国 語で 「 ち う」と発 音

するのだろうか。 「 漢 和大字典」 （ 藤 堂明保
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編）では、 「 種 」 の 中世 ( 14 世紀）及 び現

代の発音は、 <tSioJJ>、 <t�uaJJ>となってお

り、 「らん ち う」が 日本に持ち込まれた18世

紀当時の発音は定かではないが 、 日本人には

「 n」の部分は聞き取 れ ない可能性 も あり、

くチョ＞、 くチュ ＞と聞こえてもおか し くな

いだろう。 こ のように、 現代 日本で発音され

ている＜ シ ュ ＞とは 違う発音で あることが 分

かる。 但 し、 この字典の 中 世の 中国語の発音

は、 宋 · 元 ・ 明時代の中原音韻とのことなの

で、 後述する明時代に現在のマ カオ （澳門）

辺 りで使われていた南方 中国語とも異 なる発

音のようで ある。

6 中 国 語 の 「蛋種」

6 .  1 普通話の 「蛋種」

既に述べたように、 江戸時代の 日本の 「 ら

んちう」を 中国の金魚として、 中国金魚の分

類に当 てはめると、 「 蛋 種」の金魚というこ

とになる。 この 「 蛋 種」は、 中国語の共通語

（標準語）で ある普通話 では、 中国語の 発音

表 記 で あ る 併 韻 字 母 で 表 記 す る と <dan

zhong>となり、 敢えてカ タ 仮名でその 読み

を 書くとくダンヂョ （ ン）＞という発音とな

る。 この内、 くダン＞は 日本語にない発音で、

無気舌尖音と呼ばれる発音 なので、 くダン＞

に近 い発音だが、 日 本人に は くラン＞とも聞

こえる。 ＜ ヂョ （ン）＞は、 なんとなくくチュ

ウ （チウ）＞と聞こえな いこともない。

従 って、 「 らん ち う」 の語源は 中 国 語の

「 蛋 種 」 の 可 能 性 が高い が 、 現 在 の普 通話

（ 共 通 語 ）の 「 蛋 種」の発音そのものだ と は

言 い難い。 なぜなら、 今 日の普通話は北 京語
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に 近 い北方の 中国語発音であることか ら 、 金

魚の 渡来ルートである南方の中国語とは異な

るため、 発音が若干異 なるの ではな いかと推

察されるからである。

6. 2 広東語の 「蛋種」

日本に金魚が持ち込まれた経緯については、

鈴木克美 「金魚と日本人」 ( 1997 ) に 詳 し く

説明がある。 同書によれば、 江戸時代 に珍 し

い金魚が 日本に入ってきた経路 に は、 長崎の

西洋商館経由ルー トがあり、 「 日本に 来 る外

国船には、 南中国の港とか中国人船員と関わっ

て、 金魚を入手する機会があったの だろ う 。 」

と記されている。 すなわち、 金魚 の 日本への

渡来経路は、 南方からの海路だった。 このこ

とは、 1 6 1 5年の 東イン ド会 社 平戸商館 長 リ

チ ャ ー ド ・ コック ス の 日記に も、 自 分が中国

人カピ タ ンの弟か ら もらって飼育していた金

魚を平戸松浦藩の藩主等が欲し いと所望され

たの で差 し上げたとの ことが記載されている

ことから分かる。

なお、 日本に 金魚が持ち込まれた年代 に は

諸説あるが、 元 和年間 ( 1 6 1 5 - 23年） に持ち

込まれたのを噂矢とするとい う 説 もあるほど、

1 6 1 5年当時 に は日本 に 金魚は殆ど いな かっ

たと推察され、 珍 し い もの だったはずである。

江戸初期 の 対外貿 易 は、 ポルトガル、 オラ

ンダ、 ス ペイン、 イギ リ ス、 中国が関係 して

いるが、 金魚が持ち込まれると予想されるルー

ト は、 中国 （明 ） のマ カ オ経由 だ っ た と 推察

される。 上記 リ チ ャ ー ド ・ コック スの 日記に

もマ カオとの 貿易 に 関することが多 く 書かれ

て いる。

当 時の 中国にお け る外国貿易 の 窓 口 はマ カ

オだった は ず である。 後 に 上海viii が開拓され
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て発 展するが、 当 時は 、 ポルトガルの居留 地

として栄 えたマ カオが貿易 の中心拠点だった。

当 然中国大陸では当 時でもかなり広範囲 に金

魚が飼育されていたであろ う から、 当時はま

だ珍 しかった背びれの な い金魚 （「蛋種」 の

金魚）も 「間書南産志」 に記載があることを

考えるとマ カオに も存在していたであろ う 。

この マ カ オを中心として海路で活躍 してい

た人たちは広東語 （鳴語）などの 南方 中国語

を話 していたと想像される。 それでは、 中国

の 南方言語 （方言）として現在広 く香港 ix 、

台湾、 東南アジア方 面 に お いても使われて い

る広 東語では「蛋種」 はど う 発音するの だろ

う か。

広東語の発音表記に は統一 したものがな く、

何種類かあるが、 東方書店の 「広 東語辞典」

の表記での 「 蛋種」 の 発音は、 <darn jung> 

と い う ことに なる。 広 東語で も <d>は無気

舌尖音であって、 <arn>は、 鼻音の長母音で

あるが、 日本語の長音ほど長 く発音しな いよ

う である。 従 って <darn>は 、 くダ ( - )

ン＞となる。 普通話 （標準語）と同 じ く 、 日

本人に はくラン＞とも聞こえるはずである。

他方、 <jung>の <j>は、 国際表 音文 字で

は<dz、 d3>に 近 い発音で、 <u>は、 標 準 語

の u に近 く、 <ung>は、 鼻音の短母音であり、

やや低 く発音される。 従って、 カ タ 仮名で表

記するとくヂュ （ン）＞であり 、 くチ ュ （ ウ）

＞と聞こえるはずである。 なお、 広 東に近 い

少 し 南 のベ ト ナ ム で は <chung> (Weblio べ

トナ ム 語辞典）と発音するそ う なの で、 十分

くチ ュ （ウ ）＞と聞こえる。

以上から、 広 東語の 「蛋種」 は、 くダンチ

ウ＞又はくランチ ウ＞と聞こ えると思われる。

長崎を中心とし て交易 に 同行していた広 東人
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が 「 この金魚は 蛋種だ」と説 明 したら 、 日本

人 （正確には西洋人と日本人）には 「 この金

魚はランチウ （ダンチウ）だ」と聞 こえたに

違い ない。 これで 、 江戸時代の 「らんちう」

の絵などに「ダンチウ」という振り仮名が付

いている謎が解 けたと言える。

また 、 日本に 「らんちう」を伝 え た人が、

上記の ように中国人なら 、 漢字を 書いて見せ

ることができたはずなの で 、 日本に漢字がそ

のまま伝わったはずである。 なお 、 伝 えた中

国人が漢字を書 け なかった可能性 も否定でき

ない。 しか し 、 仮に漢字が書 け なくても中国

人ならそれがどういう意味なの か説明 できる

はずなの で 、 その 意味さえ伝わってい ない X

ことを考 えると、 伝 え たの は中国人ではなく 、

西洋人の 可能性が高いと言える。

当時 、 日本との 交易を円 滑に進めるために

西洋人がゾ ウやラク ダなどの珍 しい お土産を

持ってきたことは有名であり 、 上記 リ チャ ー

ド ・ コック スの日記に も見られるように 、 金

魚 もその 一 つだったことはれっ きとした事実

である。 したがって、 日本人にお土産として

渡した時には 、 西洋人から音 （発音）しか伝

わらなかったの だと考 え られる。 つまり 、

「らんちう （ダンチウ）」という発音は 、 直接

中国人から伝わったもの ではなく 、 間に西洋

人が入って間接的に日本人に伝わった可能性

が高い ことが分かる。 それ も日本側はかなり

身分の高い士族か豪商 が聞 き 覚えた言 菓 （音）

と考 えられる。 この 語がすぐ後に品 種名とし

て文献に 現れることになることから考 えると、

決 して庶民から伝わった言葉ではないと思わ

れる 。
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7 ま と め

「 ら んちう」という金魚がい ること は、 日

本では多くの 人が知っている。 金魚の 王様と

もいわれていて、 購入するときは結構な値段

になる。 しか し 、 この 「ら んちう」という名

称は 、 何語で 、 どうい う意味なの かを知って

いる人はい ない。 本稿ではこの謎を解 き 明 か

す ことを 目 指した。

金魚はそ もそ も中 国で人工的に創られた観

賞魚である。 日本にいる金魚は 、 元々 はすべ

て中国から持ち込まれた もの である。 しか し 、

「ら んちう」は 、 中 国に似 たような品種があ

るもの の 、 日本で独自に創られた形質を持 つ

品種である。 したがって、 日本で独自の名称

を付け てもおか しくない。 しか し 、 この品種

は 、 明 治時代に創られたに もかかわらず 、 江

戸時代に日本に伝わった 名称を品種名として

いる。 江戸時代の「ら んちう」と現代の「ら

んちう」は 、 品種としては異なるもの である

が、 名称が同じなの である。

本稿では 、 江戸時代に伝わった この名 称が

どのような意味なの かを考察した。 江戸時代

の 書物及び図譜の 中 に 、 背びれの ない 金魚の

ことをくら んちう＞ともくダンチウ＞と も 呼

ぶという解説があることに着 目 して推論を 展

開 した。 「らんちう」は 、 中国語であ るとい

う前提の もとに 、 くら ん＞ともくダン＞とも

聞 こえ る漢字を探 した。 その 結果 、 「 蛋」と

いう語を見 出し 、 また、 「 ちう」に つい ては 、

「 種」という語を見出した 。

「らん」については 、 中国語でくlan> と発

音する 和 蘭陀の 「 蘭 」 や<luan>と発音する



金魚の王様 と 言われている 「 ら んち う 」 の語源について ～ f らんち う 」 と は何語なのか、 どんな意味があるのか～

「 卵 」 で は 、 日 本 の 書物 （ 安 達 の 「 金魚養玩

草 」 及 び栗本の 「 魚 譜 」 ） に 「 ダ ン 」 と い う

振 り 仮名 が あ る こ と が 説 明 で き な い。 「 蘭 」

や 、 「 卵 」 は 、 いずれ も 江 戸時代 に 「 ら ん ち

う 」 が持 ち 込 ま れ た 後 に 、 H 本国 内 で音 に 合

わせて 考案 さ れ た 当 て 字 で あ る 。 「 ら ん 」 は

「 蛋 」 が 正 し い。

「 ち う 」 に つ い て は 、 「 虫 」 の 表 記 で は 、 中

国 語 （ 普通 話 ） で は <chong> と 発 音 さ れ 、

く チ ウ ＞ と は 聞 こ え 辛 い。 「 鋳」 （ あ る い は魚

へん に 寿） の 字 は 、 日 本語で く チ ュ ウ ＞ で あ

る が 、 中 国 語 で は <zhu> と 発 音 し 、 く チ ウ

＞ に 近い し か し 、 こ れ ら の いずれの漢字 も

意味が通 じ な い。 こ れ ら も 江戸時代に 「 ら ん

ち う 」 が持 ち 込 ま れ た 後 に 、 日 本 国 内 で音 に

合わせて 考案 さ れ た 当 で 字 で あ る 。 し た が っ

て 、 「 6 . 2 広東語の 「 蛋 種 」 」 の 項 で も 説 明

し た と お り 、 中 国 の金魚 の 分類 と し て も 使 わ

れ て い る 、 「 種」 の 広 東 語 な ど の 南 方 の 発 音

に 由 来す る と 考 え る の が 正 し い と 言 え る 。

以 上の考察か ら 、 「 ら ん ち う 」 と は 、 「 蛋種」

の 中 国 語発音 （広東語な ど の 南方の 中 国語発

音） に 由 来す る と い う 結論 が 得 ら れた。 こ の

「 蛋 種 」 は 、 中 国 国 内 で も 金魚 の 品 種 の 分類

の 一 つ と し て 用 い ら れ て お り 、 背 びれの な い

金魚 の 呼び方 と し て 適 当 で あ る と 考 え る 。

2 1  
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ii 嘗物 で は な い が 、 魚 を 描 い た絵図 で は 、 宜徳

四 年 （西暦 1 429 年） の銘が あ る 宜徳帝魚藻図

に 背 びれ の な い金魚 が 多数描かれて い る 。 し

た が っ て 、 背 びれの な い金魚 は こ の 頃 に は 存

在 し て い た こ と に な る 。 こ の絵図 が 実在 の 金

魚 を 描 い た も の で あれ ば 、 珍 し い も の と し て

皇 帝 に 献 上 さ れた も の で あ ろ う か ら 、 一般的

に は 知 ら れ て い な か っ た も の で あ ろ う と 推察

さ れ る 。

iii 「 か ら 」 と は 、 「 唐」 の こ と で 、 つ ま り 中 国 か

ら 渡来 し た こ と を示 し て い る 。

iv 最初 は く 「 DR． タ ワ シの金魚 百科」

http://www4.ocn.ne.jp/-tawashi/ > に 掲 載 し 、

20 1 2 年 1 0 月 か ら く 「 ら ん ち う フ リ ー ク 龍錦」

http://ranfreak.web.fc2 .com/ > に掲載 し た。

v 中 国 珍稀金魚 図 典 (2008) で は 、 中 国 か ら 日

本 に 持 ち 込 ま れ た と き 、 広東語で背びれ の な

い金魚 を I 卵 虫 」 と 呼ん で い た の を 日 本 人 が

翻訳 し て 魚編 に 蘭 と 言 う 字 と 魚編 に 寿 と い う
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漢字 で表記 し た と 書かれ て い る が 、 広東語で

「卵 虫 」 と 呼んでいた と い う こ と は あ り 得な い

（漢字の意味が通 じ な い ） の と 、 中国語 と 日 本

語の発音が 一 致 し な い の で 、 日 本国 内 での 表

記の変遷 を あ り そ う な物語に創作 し た 作 り 話

と 思われ る 。 20 世紀 に 出版 さ れた 中 国書籍に

こ の よ う な解説は全 く 存在 し な い。 「 ら ん ち う 」

が 2 1 世紀に な っ て 中 国で も 注 目 する 品種 と な っ

た こ と の表れであ ろ う 。

vi 割 り 箸 の 種類 に も 「 ら ん ち ゅ う 」 箸 と い う も

の が あ る が 、 こ れ は金魚の 「 ら ん ち う 」 に形

が似て い る か ら名 付 け ら れた と 言われて い る 。

vii. 本稿 で図 l と し て 用 い た 絵 は 、 衆鱗図 に描か

れて い る 魚 と 全 く 同 じ 絵 で は あ る が 、 衆鱗図

に は 、 本稿 が着 目 す る 栗本 の 書 い た よ う な解

説文は書かれて い な い。

viii 上海は 、 現在 は 中 国 を代表す る 国 際貿易都市

だが 、 こ の 地は 、 ア ヘ ン戦争 ( 1 840 ~ 42 年）

後 に欧米各 国 等 が進 出 し て 形成 さ れた都市で

あ る 。

ix 香港 も 上海 と 同様 に 、 ア ヘ ン 戦争後 イ ギ リ ス

の領土 と な り 、 そ の後 発展 し た 都 市 で あ る 。

マ カ オ と は 70 km 程離れた と こ ろ に あ る 。

x 安達善之 は 、 「 ら ん ち う 」 の 「 ら ん」 が タ マ ゴ

の意味で あ る こ と を あ る 程度 知 っ て い た と も

考え ら れ る 。 日 本で初 め て 書物 で 「 ら ん ち う 」

を紹介 した安達は、 「名 の正字」 と して 「卵晶」

と 表示 して い る 。 「 蛋」 と は表記 しなかっ た が 、

「卵」 と 表記 し て 「卵 」 の左側 に 「 ダ ン 」 と 仮

名 を付 け て あ る 。 日 本で は 「 蛋 」 と い う 語は

通常使用 し ないので、 同 じ意味の 「卵」 を使っ

た の か も 知れない。 「 卵」 は 、 日 本語では く ら

ん ＞ の発音 に な る の で、 好都合だっ た と 思 わ

れ る 。 な お 、 「 ち う 」 に つ い て は 、 「 晶」 と 表

記 し て い る 根拠が よ く 分か ら な い。 「 晶」 は、

「 虫」 の 旧 字体 で あ る が 、 「 晶」 と 書 く と 、 昆

虫以外の動物 を指す こ と も あ る と の こ と な の

で、 その意味が あ る の か も しれない。
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